
１ 事業の目的・必要性

御所市消防団

「消防団の力向上モデル事業」事業紹介

消防団名事業名

消防団アプリの導入により、災害時の円滑な出動指令、活動状況

の効率的な管理、情報伝達のペーパーレス化等のデジタル化を推

進することで、災害対応力の向上、消防団業務の効率化を図り、

消防団と消防団事務局が抱える様々な課題の解決につなげること

を目的とする。

２ 事業内容

消防団アプリの導入により、①火災・風水害時における消防団員

への円滑な出動指令と災害現場・消防水利の見える化、②消防

団員の活動状況の効率的な管理と出動報告書の自動作成、③

幹部団員等への事務連絡のアプリ活用（情報伝達のペーパーレス

化）、④団員報酬や出動手当等の計算及び支払データの作成及

び源泉徴収票の作成（煩雑な事務作業の自動化）に取り組んだ。

写真や図など

４ 目標達成状況

指標 単位 当初目標 実績値 備考

出動指令 人数 30 人 110人 ※指標「支払デー
タ作成」（目標：1

回）については未
達成

出動報告書 件数 3 件 5件

事務連絡 件数 5 件 1件

写真や図など

３ 事業成果

①円滑な出動指令と災害現場・消防水利の見える化

アプリ導入後の火災出動において、のべ110人の団員に対してアプリによ

る出動指令を行った。マナーモード中でも強制的に鳴動可能なため指令

に気付きやすくなり、また災害現場の位置がGoogleマップ上で確認でき

るため、円滑な出動と災害現場の見える化につながった。消防水利につ

いては、現在実装に向けた作業中であり、活用には至らなかった。

②消防団員の活動状況の効率的な管理と出動報告書の自動作成

③幹部団員等への事務連絡のアプリ活用

火災出動に係る出動報告書について、5件の自動作成が行われ、また

事務局から幹部団員等への事務連絡を1件行った。これにより、情報伝

達のペーパーレス化、幹部団員や事務局の事務負担軽減につながった。

④団員報酬や出動手当等の計算及び支払データの作成及び源泉徴収

票の作成

現在実装に向けた作業中であり、活用には至らなかった。

５ その他参考情報

中長期的には消防団の活性化と団員数の増加を目標としており、今後

も定期的に検証と改善を行いながら、事業の継続をめざしていきたい。

奈良県 御所市自治体名消防団DX化事業
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